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もりのにぎわい通信  
 

2023年６月 2４日 定例活動報告 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

日時：2023年 6月 24日（土）9：00～15:30 

場所：小山町 観音地 

天候：晴 気温 26～30℃ 湿度 55% 風向 東南東 風速 2.4m/s 

参加者：34 人：子ども 5 人、大人 29 人（内土地改良区 4 人） 

 

■活動 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

9：00 集合 

9:30 作業開始   

10:30 休憩 

11:45 後片づけ･午前の部解散 

13:20 井戸掘りの再開 

15:30 後片付け・解散 

 

■活動報告 

朝からとても天気がよく参加者がそろった 9:30 はとても暑くなっていました。 

土地改良区の皆さんは先月植樹したマツエリア斜面の草刈及び自走式草刈機による進入路、駐車ス

ペースの草刈を始めていました。 

草刈作業ですが、この時期は草の成長が早くどこも草だらけになりますので、まず作業しやすい

散策路の草刈から始めます。その後、散策路周辺の草刈と進めて行きます。 

今回は井戸掘作業を行いますので、作業しやすいように作業前に草刈りを実施しました。                                         

子どもたちは埼玉から初参加の昆虫好きの小学二年の女の子と埼玉からよく参加してくれる小

学二年の男の子、いつも来てくれている千葉から参加の女の子 2人の 4人で秘密基地兼井戸掘りし

ていた穴の階段づくりを始めました。穴の場所は日影がなかったためタープテントを上にかけて

熱中症対策。作業中、バッタやトンボをつかまえたり、オタマジャクシから大人になったばかり

の小さめなアマガエルやニホンアカガエルをケースに入れて観察したり、土の中から出てきた大

きなミミズをたくさん捕まえていました。昆虫好きな女の子は本当に虫に詳しく、捕まえるたび

に昆虫の正式名称を言っていて、お友達の頭についていたグレーのタマムシを発見して興奮気味。

コフキゾウムシも好きかと思い捕まえてみせると…それはどこにでもいるよ！とさらりとした反

応でした。後半は雨水が溜まっていた水槽からバケツで水を汲んで穴の中に入れ、カエルが生活

できるようにとビオトープのような空間を作って観察してました。 

休憩では冷えた大きいカップゼリーが出て暑い中でとてもおいしく感じました。休憩時、奥の

杉林の方に黄土色の少し大きめのウサギが跳ねながら逃げていく様子を見ることができました。

私は森でウサギを見かけるのは 3度目で約 8年ぶり。休憩後は奥の杉林の中のシイタケ栽培の場所

へ全員で移動して、榾木を立てかける土台を土地改良区の方の指導のもと横に広げ、前回狭かっ

た榾木の間隔をあける作業を行いました。杉林の中は少し風もあり涼しく過ごせました。シイタ
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ケが育つにはよい環境のようです。シイタケの収穫は来年の秋とだいぶ先ですがとても楽しみ。 

キウイの重なっているつるや古くなったつるを切る作業と花が咲く前のヌスビトハギを根こそ

ぎとる作業に分かれ、そのあと数年前から育てていたのに実がなっているのを見たことがなかっ

たラズベリーが今年はたくさん実っていて子どもたちと一緒に収穫しました。 

安房高校の安斎先生含む先生２名と生物部の生徒５名が 10 時ごろから井戸掘り作業に入ってい

ました。泥跳ね対策の格好で黙々と作業を行い途中休憩を入れながら 3 時ごろまで頑張っていま

した。進捗状況を聞くと 5 メートルぐらいとのこと、トラブル発生もありやり直ししていたこと

を考えるととても頑張った深さだったように思いましたが、答えてくれた子はまだまだで 1/3 ぐ

らいなんですと残念そうな顔… 

井戸掘りの道具を片付け始めたころ車を荷物を運びやすいところへ移動させていた時、運転し

ていた安斎先生が急に車から降りて植樹を行った方面に思い切り走っていく姿を目撃。 

生徒たちやほかの先生もそれに気づき何が起こったかと安斎先生の走っていったほうへ心配し

て追いかけていきました。あとで安斎先生に聞くと小さめのイノシシが歩いていく姿を見かけて

もう少し近くから見るために走ったとのこと。さすが生物の先生です・・・探検家のような一面

を見ました。午後は果樹の周りの下草を刈り払機で刈り、タンクに水を汲んできて池に入れる作

業をおこないました。 

森の木々は 10 年以上たちとても大きくなり木陰を作ってくれて休憩しやすくなったことや 2009

年に植樹した姫リンゴの実が 14 年たって実ったこと・・長くこの活動にかかわっているからこそ

味わえる感動やうれしい発見があるとしみじみ感じました。 

 

（記録:和田みさ子） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

お知らせ ホームページもご覧下さい→ http://www.g-cycle.org/ 

次回の定例会は、7 月 22 日（土）（雨天の場合 7 月 23 日(日)）除草作業､枝の剪定、井戸掘り作業な

どを行う予定です。コロナ禍の為、活動時間は午前 9 時～12 時までとします｡ 

 興味のある方は奮って参加下さい。 

 

http://www.g-cycle.org/
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集合写真 

 

 

    

集合風景 今日もがんばるぞー 
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作業前説明 

 

    

刈払機による草刈作業 
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自走式刈払機による草刈作業 

 

 

 

  

秘密基地作り 
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休憩 
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シイタケ榾木の支柱立て 

 

   

井戸掘作業 

 

  

一休み 
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        ラズベリー 

 

                             バッタ 

 

 

姫リンゴ 


